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ス
　
ポ
ー
ツ
　
の
秋

十
月
二
日
、
各
小
学
校
で
運
動
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
牛
徒
た
ち
は
、
日
頃

練
習
し
た
成
果
を
見
て
も
ら
う
と
力
い

っ
ぱ
い
は
っ
き
し
、
そ
れ
に
応
援
席
か

ら
お
し
み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

十
月
十
日
は
体
育
の
日
。
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

○

水
巻
町
文
化
祭

書
道
展
作
品
募
集

▽
応
募
資
格

水
巻
町
に
居
住
も
し
く
は
通
勤
し

て
い
る
一
般
社
会
人

▽
規
格

額
装
及
び
軸
装
で
画
仙
紙
半
切
以

内
で
、
仕
上
が
り
は
縦
百
五
〇
㌢

横
四
十
五
㌢
以
内
の
こ
と
。

坂
巻
添
付
は
不
可
。

▽
出
品
点
数
一
人
二
点
以
内

▽
展
示
　
十
一
月
一
目
か
ら
六
日
ま

で

水
巻
町
々
民
会
館
　
日
本
間

▽
締
切
　
十
月
二
十
八
日
ま
で

▽
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会

作
品
の
返
却
は
十
一
月
七
日
午
後

五
時
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
後
の
作
品

の
汚
損
な
ど
に
つ
い
て
減
債
柾
を
も

ち
ま
せ
ん
。
こ
の
書
道
展
は
あ
く
ま

で
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
て
行
な

う
も
の
で
作
品
の
鑑
別
は
し
ま
せ
ん
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－
国
産
血
堰
康
保
∴
嘩

健

康

保

険

制

度

の

誕

生

私
た
ち
に
と
っ
て
、
家
族
み
ん
な
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
一
人
で
も
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
り
、
治
療
が
長
び
い
た
り
す

る
と
多
額
の
医
療
費
の
支
払
い
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
医
療
費
の
支
払
い
を
し
た
た
め
に
貧
し
い

生
活
に
お
ち
い
っ
た
例
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
不
幸
な
こ
と
を
防
ご
う
と

し
て
生
ま
れ
た
の
が
健
康
保
険
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
　
し
く
み

国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
は
、
個
人
の
収
入
に
応
じ
て
掛
金
を
出
し
合
い

ま
た
国
や
町
も
負
担
し
て
病
気
に
か
か
っ
た
時
に
安
心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
国
民
が
一
人
残
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
形
で

保
険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
る
人
間
で
す
、
ケ
ガ
も

病
気
も
し
ま
す
。
「
病
気
な
ど
し
た
こ
と
も
な
い
、
医
者
の
世
話
に
な
ら
ん
か
ら

お
金
を
出
す
の
は
損
だ
」
と
い
う
考
え
方
は
ま
ち
が
い
で
す
。

国
保
の
運
営
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
が
実
施
し
ま
す
。加

入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
人

会
社
や
役
所
な
ど
に
勤

め
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

は
社
会
・
共
済
・
船
員
・

日
雇
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保

険
に
該
当
し
て
な
い
、
商

人
や
無
職
の
人
と
そ
の
家

族
は
全
員
、
国
保
に
強
制

加
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

手

続

は

1

4

日

以

内

に

・
加
入
の
手
続

▽
会
社
を
や
め
た
と
き

印
鑑
・
会
社
の
退
職
証
明
書

▽
生
活
保
護
を
中
止
し
た
と
き

印
鑑

▽
出
生
し
た
と
き

印
鑑
・
出
生
届
・
国
保
保
険
証

※
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
税

は
資
格
を
取
得
し
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
診
療
は
保
険
証
の
交
付
を
受

け
た
と
き
か
ら
。

・
脱
退
の
手
続

▽
転
出
す
る
と
き

印
鑑
　
国
保
保
険
証

▽
生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

印
鑑
・
国
保
保
険
証

▽
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

印
鑑
・
国
保
保
険
証
・
職
場
の
保

険
証

▽
死
亡
し
た
と
き

一
印
鑑
・
国
保
保
険
証
・
死
亡
届

こ
ん
な
場
合
は

す
ぐ
届
出
を

。
修
学
、
出
か
せ
ぎ
、
長
期
の
旅
行
の

た
め
、
も
う
一
枚
保
険
証
が
い
る
場

合
。
交
通
事
故
、
け
ん
か
な
ど
他
人
か
ら

の
行
為
に
よ
っ
て
病
院
に
か
か
る
場

合
。
保
険
証
を
な
く
し
た
場
合

技
能
検
定
受
検

技
能
五
輪
福
岡
県
大
会

技
能
検
定
は
職
業
訓
練
法
に
基
づ
い

て
行
な
う
国
家
検
定
で
皆
さ
ん
の
も
っ

て
い
る
技
確
の
程
度
を
一
定
の
基
準
に

よ
っ
て
検
定
し
、
皆
さ
ん
の
技
能
と
経

済
的
、
社
会
的
地
位
を
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

受
検
す
る
か
た
は
、
1
0
月
1
2
日
か
、
ら

1
0
月
2
1
日
ま
で
に
福
岡
県
技
能
検
定
脇

会

（

脅

0

9

2

・

2

9

1

・

0

6

4

7

）

福
岡
市
博
多
区
中
洲
5
丁
目
1
の
2
2
・

松
月
堂
ビ
ル
3
階
）
に
申
込
み
く
だ
さ

ヽ
0▽

職
種
　
①
金
属
熱
処
理
①
機
械
検
査

㊥
電
子
機
器
組
立
④
家
庭
用
電
気
治
療

器
調
整
⑤
時
計
修
理
⑥
⑦
建
設
・
農
業

機
械
整
備
⑧
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工

⑨
婦
人
子
供
服
製
造
⑲
和
裁
⑭
寝
具
製

作
⑲
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
⑲
⑭
洋
・
和
菓

子
製
造
⑯
酒
造
⑲
建
築
大
工
⑰
か
わ
ら

ぶ
き
⑱
配
管
⑲
型
わ
く
施
工
⑳
鉄
筋
組

立
㊨
㊥
㊨
防
水
・
カ
ー
テ
ン
・
ガ
ラ
ス

施
行
㊨
建
築
透
視
図
製
作
㊥
テ
ク
ニ
カ

ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
⑳
㊥
⑳
建
築

・
機
械
・
電
気
製
図
⑳
構
造
物
現
図
製

作
⑳
金
属
材
料
㊨
貴
金
属
装
身
具
製
作

⑳
広
告
美
術
仕
上
⑳
義
肢
装
具
製
作

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

郵
便
局
か
ら
お
願
い

。
郵
便
物
が
着
か
な
い
、
中
身
が
足
り

な
い
な
ど
の
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵

便
局
に
連
絡
を
。

。
誤
配
達
さ
れ
た
場
合
は
、
お
宅
の
住

所
、
氏
名
を
書
い
た
紙
に
そ
の
旨
を

書
い
て
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。

。
書
留
や
小
包
配
達
が
留
守
の
場
合
は

最
初
に
配
達
に
行
っ
た
臼
の
翌
日
か

ら
十
日
間
、
届
に
保
管
し
、
そ
の
間

に
申
し
出
の
な
い
と
き
は
差
出
人
に

送
り
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
転
居
さ
れ
る
場
合
は
、
は
が
き
に
新

住
所
、
旧
住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名

転
送
開
始
日
を
書
い
て
属
の
万
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断
と
知
能
テ
ス
ト

昭
和
五
十
三
年
度
小
学
校
入
学
予

定
者
の
健
康
診
断
、
知
能
テ
ス
ト
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
は
新
入
児
の
健
康
・
心
身
状
態
を

調
べ
、
健
康
な
身
体
で
入
学
さ
せ
る

た
め
で
す
。
．
全
員
も
れ
な
く
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
期
日

。
1
0
月
1
8
日
　
伊
左
座
小
学
校
・
吉

田
小
学
校
の
校
区

。
1
0
月
2
6
日
　
頃
末
小
学
校
・
机
小

学
校
・
猪
熊
小
学
校
の
校
区

▽
受
付
時
間
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

当
日
、
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な

い
か
た
は
、
教
育
委
員
会
（
℡
6
9

1
・
0
4
0
3
）
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

－
′
㍉
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行
政
に
つ
い
て
何
か
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
か

玉

行
政
心
配
ご
と
相
談

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
が
行
っ
て
い

る
行
政
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な

齢
紹
糟
蛸
誹
繍
最
か
約

一
週
間
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
「

全
国
い
っ
せ
い
に
行
政
相
談
に
つ
い
て

諸
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

水
巻
町
及
び
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
も
、
こ
の
主
旨
に
そ
っ
て
「
行
政

相
談
」
と
「
心
配
ご
と
相
談
」
及
び
「

人
権
相
談
」
を
合
同
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ

ま

す

。

　

4

　

月

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
水
曜
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
会
場
　
町
民
会
館
の
日
本
間

▽
相
談
員

九
州
管
区
行
政
監
察
局

水
巻
町
行
政
相
談
委
員

水
巻
町
心
配
ご
と
相
談
委
員

水
巻
町
人
権
擁
護
委
員

▽
相
談
内
容

。
行
政
に
関
す
る
こ
と

恩
給
、
厚
生
、
国
民
年
金
、
健
康
保

険
、
国
保
、
登
記
手
続
、
国
土
調
査

環
境
公
害
、
国
有
財
産
、
国
税
（
相

続
、
贈
与
、
譲
渡
所
得
な
ど
）
教
育

農
地
、
道
路
、
河
川
、
交
通
、
郵
便

生
活
保
護
、
労
災
、
賃
金
、
許
認
可

な
ど

。
家
庭
内
の
心
配
ご
と

。
人
権
相
談

十
月
の
心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
7
日
1
3
時
～
1
6
時

▽
会
場
　
町
民
会
館
の
日
本
間

例
年
秋
に
な
り
ま
す
と
「
あ
き
巣
ね

ら
い
」
　
「
忍
び
込
み
」
　
「
事
務
所
荒
し

」
　
「
自
転
車
盗
」
な
ど
日
常
身
辺
な
犯

罪
が
増
加
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
次
の
こ

と
を
心
掛
け
て
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
き
巣
な
ど
侵
入
盗
の
防
止

・
家
の
周
囲
に
犯
人
が
侵
入
す
る
足
場

と
な
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
（
は
し
ご
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
）

・
家
の
戸
締
り
箇
所
を
確
認
し
、
施
錠

設
備
を
再
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
（
∴
重

錠
が
よ
り
安
全
で
す
〕

・
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
近
所

に
「
ひ
と
声
」
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
配
達
さ
れ
た
新
聞
等
が
溜
ま
っ
て
い

れ
ば
留
守
と
わ
か
り
ま
す
。
留
守
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
工
夫
を
し
ま
し

よ
，
つ
。

・
カ
ギ
は
新
聞
受
等
に
入
れ
ず
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
あ
や
し
い
者
を
見
つ
け
た
ら
隣
近
所

協
力
し
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
盗
の
防
止

・
車
体
に
は
住
所
、
氏
名
な
ど
書
い
て

・
自
転
車
に
は

鳥
て
い
錠
、
く

さ
り
錠
な
ど
丈

お
き
ま
し
ょ

－
つ
Ｄ・

置
き
忘
れ

た
自
転
車
や

盗
ま
れ
た
自

転
車
が
発
見

さ
れ
た
と
き

持
主
が
す
ぐ

わ
か
る
防
犯

登
録
を
し
ま

し
ょ
ス
ノ
。

夫
な
錠
を
と
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
自
転
車
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
ヵ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ

ス
ノ
0

家
庭
防
犯
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
開
催

・
ド
ロ
ボ
ウ
を
予
防
す
る
た
め
の
家
族

会
議
を
全
国
防
犯
運
動
期
間
中
に
必
ず

家
庭
で
開
催
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。防

　
犯
　
標
　
語

防
犯
ポ
ス
タ
ー

募
　
集

こ
の
日
は
著
が
え
っ
た

「
老
人
い
こ
い
の
家
」

九
月
二
十
日
、
町
立
第
三
保
育
園
の

来
年
卒
園
児
た
ち
が
「
老
人
い
こ
い
の

家
」
に
お
年
寄
り
を
慰
問
し
ま
し
た
。

毎
年
、
訪
れ
て
く
れ
る
園
児
た
ち
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
お
年
寄
が
多
く

て
、
こ
の
日
も
、
園
児
の
催
す
合
唱
、

劇
、
老
人
体
操
な
ど
に
歳
を
わ
す
れ
、

園
児
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
最
後
に
お
年
寄
り
一
人
一
人

に
、
園
児
の
作
っ
た
財
布
を
手
渡
し
、

お
年
寄
り
か
ら
は
お
返
し
に
お
菓
子
を

た
く
さ
ん
頂
き
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
大
会
　
団
体
優
勝

。
Ａ
組
　
伊
左
座

九
月
十
一
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

剣
道
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
豆
剣
士
に
女
流
剣
士
も
ま

じ
り
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
め
ー
ん
」
　
「

こ
て
ー
」
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
優
勝

。
Ｂ
組
　
猪
熊

。
6
級

。
5
級

。
4
級

。
Ｂ
級

。
2
級

。
女
子

。
中
ｌ

船
津
繁
人

新
洞
享
三

後
藤
隆
幸

小
柳
彰
一

黒
木
文
生

上
村
任
美

（
伊
左
座
）

（
吉
田
）

（
猪
熊
）

（
伊
左
座
）

（
伊
左
座
）

（
頃
末
）

2
年
　
辰
己
徹
彦
（
猪
熊
）

▽
課
題
　
盗
難
（
あ
き
巣
・
忍
び
込
み

・
自
転
車
盗
な
ど
）
防
止
の
内
容

▽
応
募
方
法

。
棲
語
は
ハ
ガ
キ
一
枚
一
句

。
ポ
ス
タ
ー
は
規
格
自
由

。
応
募
数
は
制
限
な
し

▽
締
切
　
1
0
月
2
0
首

▽
送
り
先
　
折
尾
警
察
署
内
、
折
尾
地

区
防
犯
協
会
連
合
会
事
務
局

▽
発
表
　
折
尾
警
察
署
内
に
展
示

全
国
電
波
障
害

一
掃
運
動
月
間

電
載
は
み
錘
の
も
の
で
す
。
一
人

一
人
が
妨
害
電
波
を
出
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

電
波
障
害
の
相
談
は
、
小
倉
北
区
大

門
一
丁
目
六
－
二
六
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州

放
送
局
内
「
電
波
障
害
防
止
協
議
会
」

（

曾

5

6

1

・

4

3

8

1

）

に

問

い

合

せ
く
だ
さ
い
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

▽
対
象
者

。
3
歳
以
上
全
員
、
2
週
間
の
間
隔
で

2
回
接
種
（
3
歳
未
満
の
幼
児
は
医

師
に
相
談
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
）

▽
実
施
期
間
と
場
所

。

1

0

月

2

5

日

～

1

1

月

3

0

日

。
町
内
各
開
業
医
の
診
療
時
間
内

▽
料
金

1
回
に
つ
き
5
6
0
円
（
ワ
ク
チ
ン

代
の
3
9
0
円
は
町
で
負
担
）

。
次
に
あ
げ
る
人
は
無
料
で
す
。

①
生
活
膵
護
世
帯
　
㊥
均
等
割
、
非

課
税
世
帯
　
⑨
中
学
生
、
小
学
生
、

そ
れ
以
下
の
幼
児

。
小
、
中
学
生
は
各
学
校
で
実
施

▽
手
続

。
問
診
票
を
役
場
衛
生
係
窓
口
で
1
0
月

1
7
日
よ
り
発
行
し
ま
す
の
で
、
取
り

に
き
て
く
だ
さ
い
。
（
生
活
保
護
の

か
た
は
生
保
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ

い
〕

。
有
料
分
の
問
診
票
は
、
各
病
院
の
窓

口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
直
接
行

か
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て

ノ
＼
だ
さ
い
。

。
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
っ
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓

肝
臓
の
病
気
の
あ
る
人

。
糖
尿
病
、
か
っ
け
の
人
′

。
病
後
表
弱
者
や
い
ち
じ
る
し
い
栄
養

障
害
の
あ
る
人

。
ア
レ
ル
ギ
ー
、
け
い
れ
ん
体
質
の
人

。
妊
産
婦

成

　

人

　

病

　

教

　

室

今
月
は
糖
尿
病
の
専
門
の
先
生
を
招

い
て
勉
強
し
ま
す
。

成
人
病
の
な
か
で
高
血
圧
に
つ
い
で
多

い
の
が
糖
尿
病
、
し
か
も
脳
卒
中
の
原

因
と
し
て
も
最
も
恐
れ
る
病
気
で
す
。

し
か
し
、
早
期
発
見
に
よ
る
早
期
治
療

こ
と
に
食
事
療
法
と
日
常
生
活
が
正
し

く
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
な

「「画「

人
と
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
自
分
の
も
の
と
し
、

主
治
医
の
管
理
の
も
と
で
治
療
を
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
機
会
あ
る
た
び

に
何
回
で
も
話
を
聞
き
指
導
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日

年
後
1
時
～
3
時
3
0
分

▽
会
場
　
町
民
会
館
、
日
本
間

▽
内
容
　
血
圧
測
定
－
年
後
1
時
か
ら

講
演
－
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

▽
講
師
　
大
脇
先
生
（
橙
和
総
合
病
院

内
科
医
長
〕

母
子
保
健
相
談
室

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▽
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▽
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

導
（
体
重
、
身
長
計
測
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び
準
備
講
習
会

▽
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

▽
申
込
先
・
期
限

≡
こ
ご
ヽ
′
ヽ
‘
’
－
三
：
…
：
…
・
Ｊ
ｔ
′
ｌ
－
ｒ
ｌ
・
三
三
三
．
…
…
ゝ
‘
‘
ｒ
Ｉ
三
…

北
九
州
市
消
防
局

1

0

月

2

4

Ｒ

Ｔ

Ｉ

1

0

月

2

5

日

▽
試
験
日
　
1
1
月
2
0
日

▽
講
習
日
　
1
1
月
1
2
日

詳
し
い
こ
と
は
遠
賀
消
防
本
部
予
防

課
ま
で
（
食
〇
九
三
二
九
・
三
・
一
二

三
一
）

‥′ヽ．．‥ヽ．′．．‥′‾ヽ・．1．㌧ー′‾・．．・一、－．‾．・一一ｌ

＼

．
－
′
Ⅰ
…
Ｉ
－
．
＝
．
1
－
．
：
．
－
－
・
・
㌧
ノ
1
、
．
．
．
・
躊

交
通
法
令
講
習
会

▽
日
時
　
1
0
月
1
7
日
、
2
0
日

年
後
7
時
～
9
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
全
員
も
れ
な
く
講
習
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

′
ヽ
．
√
．
ヽ
ｌ
′
㌧
．
．
′
．
一
ヽ
ご
．
．
‘
1
一
ｌ
ｌ
・
：
・
1
．
一
，
．

、．．・．、′・．．．′‾ヽ＿．．．．．一′‾・‖・‾－ヽ－′．‘・＿ノーヽ

准
看
護
婦
学
生
募
集

▽
募
集
人
員
　
4
0
名

▽
教
育
期
間
　
2
年

▽
入
学
資
格
　
中
学
卒
以
上

▽
願
書
受
付
　
1
2
月
1
Ｒ
Ｔ
Ｉ
2
月
1
5
且

▽
入
学
試
験
　
5
3
年
2
月
1
6
・
1
7
日

詳
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会

唯
看
護
学
院
（
曾
6
9
1
・
3
4
6
1

）
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

’
ヽ
‘
′
ｌ
…
…
≡
ｌ
≡
．
：
ヽ
ｒ
’
ｔ
′
’
1
．
≡
≡
≡
三
Ｌ
′
ヽ
‘
′
つ
ェ
三
…
三
．
…
・
・
♪
ｌ
一
【
ｒ

－　お　　礼一

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました0ご冥福を誓りいれ等とともにあっくお礼申し上げます。

殿
殿
殿
殿
殿

歓
轍
鮒
酎
酎

田

木

方

田

山

本

鈴

緒

森

下

苫田東吉隈　　故本田健次郎殿

猪熊十三塚　　故鈴木　雅雄殿

高松区長谷社宅　故緒方ナミ子殿

頃　　末　　　　故野口チカヲ殿

頃末桐谷　　　　故下山すぎの殿

狂犬病予防注射

畜犬登録のお知らせ

町では、昭和52年度畜犬登録、

第2回（秋期）狂犬病予防注射を

次のとおり実施します。犬を飼っ

ているかたは、もよりの場所でも

れなく受けてください。

ト料金　950円（登録料300円

注射代650円〕

ト日時と実施場所

010月25日

・洋前　古貿区社宅（51棟〕
年後　高松区労務横

010月26日

午前　下二町住公民館
午後　二　公民館

010月27日
午前　苫田三公民館

ｉ。票28冨田二公民館
主　午前　樋口公民館
…　鞍後　猪熊町任公民館

010月31日

午前　机社宅公民館
午後水巻町町民会館

ただし、午前の部は10時から11

時30分こ午後の部は13時30分から

15時までです。この日程にもれた

場合は、11月11日、13時から15時

まで町民会館で実施します。

飼い犬は必ずけい留し、不用犬

は捨てないで遠賀保健所に引渡し

！孟去完這諾豊警し飼い犬
コ▼＝ｌｌ…ｌ…・一＝＝∵．．．．………．・・一丁ここ…叫．伽．．・・・‾こニー・．り州血ｌ恥

日・‥曜　在　宅　医

10月16日　坂　口　医　院　婦人科　曾691・2943

10月23日　楠　本　医　院　内・児科　曾691・2873

10月30日　永　松　医　院　耳鼻科　曾691・0386

11月6日坂　田　医　院　内・児科曾691・0616
1

診察時間9時－17時、原則として往診はしません0

葬
人
妻
芸
術
黙
笠
策
　
水
　
巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
課
　
（
電
　
結
　
6
0
1

印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


